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最近、近赤外域より波長の長い、2µm 以上の中・遠赤外域における量子技術応用が着目されて

いる。その具体的な応用の一つに、量子赤外吸収分光が挙げられるが[1,2]、このリソースとして可

視-赤外域もつれ光子対が利用される。これまでに、LiNbO3結晶や定比組成 LiTaO3（SLT）結晶に

よる、ある特定の波長に限定した可視-赤外域もつれ光子対の生成が主に行われていた。最近、広

帯域な可視-赤外域もつれ光子対生成の研究も行われている[3,4,5]。例えば、LiNbO3結晶を用いたバ

ルク疑似位相整合素子による赤外波長 (可視波長) 1.419µm(0.851µm) ～ 2.128µm (0.709µm)の発

生が行われている[4]。また、我々も、LiNbO3バルク結晶により、赤外波長 1.5µm (0.825µm)～4.5µm 

(0.603µm)に対応する波長可変な、量子もつれ光子対源の発生に成功している[6]。 

今回、SLT 結晶による赤外波長が 2µm～5µm に対応する広帯域光子対発生を可能とするチャー

プ型バルク疑似位相整合素子を作製、可視-赤外域

量子もつれ光子対生成を行ったので報告する。波長

532nm の CW レーザー光を結晶に入射し、パラメト

リック下方変換で発生した可視波長側の光子に対

し分光測定を行った。その結果、Fig.1 に示すよう

に赤外域波長 2µm～5µm に対応する可視波長

0.595µm～0.725µm に対応するスペクトルを観測し

た。講演では、結晶の素子温度による可視発生波長

のスペクトルの変化や可視発生波長帯における光

子数計測評価についても報告する予定である。 
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Figure 1. The spectrum of the broadband  

visible-mid-infrared photon pair generation. 
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